
 

 

               

                              

                                 

   

 

  

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

  

 

 

 

 

  

 

 

日 曜日 予   定 

１ 水 衣替え  

２ 木 年少・年中遠足（弁当持参） 

３ 金  

４ 土 年長親子お楽しみ会 

５ 日  

６ 月  

７ 火 身体測定 

８ 水 みどりの広場開始  職員会 

９ 木 キッズサッカー（年長組） 

10 金  

11 土  

12 日       

13 月  

14 火 誕生会（満 3歳児・年少組） 

15 水 眼科検診 

16 木 誕生会（年中組） 身体測定(2歳児) 

17 金 誕生会（年長組） 

18 土 第４８回バザー 

19 日  

20 月  

21 火 
プラネタリウム（年長組） 
避難訓練（2 歳児） 

22 水 みどりの広場 

23 木 プール開き 

24 金  

25 土 ベルマーク整理（年長） 

26 日  

27 月  

28 火  

29 水  

30 木  

 

☆ 1日（水）衣替え（年少～年長） 

園児服は着用しません。名札を付けて 

白い通園帽子で登園しましょう。 

 

 

令和４年６月みどり幼稚園 

≪６月の予定≫ 

 

 ◇５日（火）・６日（水）保育参観 

 ５日（火）～８日（金）個人面談（全員対象） 

   ※詳細は後日お知らせします。 

◇２２日（金）終業式   

◇２５日（月）～８月２４日（水）まで夏季休業 

 

 

 
《 せいかつ 》 
 
汗をかいたり汚れたりした時は、進んで着替えを
しましょう。 
 
《 仲よしあそび 》 
 

・様々な素材に触れて、存分に遊びを楽しむ。 

（砂、泥、絵の具、泡、水遊びなど） 

・栽培物の生長や梅雨期の小動物に親しみを持つ。 

（トマト、きゅうり、なす、ピーマン／カエル、かたつむりなど） 

 

今 月 の 保 育 内 容 

実家庭配付 

《  経 験 内 容  》 

７月の主な予定 

 

 

お知らせ 

満 3 歳児  
・教師と一緒に水や砂、泥や泡などの感触を楽しみながら遊ぶ。   

・梅雨の自然に興味を持ち、小動物に触れたり季節の歌を歌ったりして楽しむ。 

年 少 組 

・衣服の着脱の仕方が分かり、自分でしようとする。 

・遊びに必要な言葉を覚え、友だちに伝えながら楽しく遊ぶ。（いれて、いいよ、次かしてなど） 

・梅雨の自然や身近な小動物に触れて親しみ、季節の歌や制作を楽しむ。 

年 中 組 
・いろいろな素材や用具を使って、泥や泡、絵の具などに触れながら存分に遊ぶ。 

・遊びの中で自分の思いを伝えたり、友だちの思いに気づいたりしながら遊ぶ。 

年 長 組 

・友だちと思いや考えを伝え合いながら、遊びや生活を進めていこうとする。 

・小動物や野菜の生長に興味や関心を持ち、進んで世話をしながら観察したり調べた

りする。 

 

新緑が色濃くなり、初夏のような天候の日も増えてきました。生命が躍動する季節になりま

したね。このような気候の中、先日、年長児の羽黒山を上る遠足に同行しました。   

これまでは各年次ともお家の方と一緒の遠足でしたが、仕事を休まなければならない方も増

えていることから、今年度から子どもたちだけでの遠足に切り替えました。ですから、職員と

子どもたちだけでの羽黒山登山は初の取り組みで、途中で動かなくなったらどうしたらいいも

のか、でもきっと大丈夫！「この辺りに住むクマに食べられないように、みんなでがんばって

登るぞー！」と、クマを悪者に使ってしまいました。 

最初は下り坂が続くのですが、みんなとても慎重です。一段一段そろりそろりと下ってきま

す。‶この調子だと予定時間では無理だな″と覚悟を決めました。老杉に囲まれた参道は丁度

良い日陰になり、空気も違います。樹齢 1000 年を超える爺杉の前では「グァ・グァ」と姿の

見えぬカエルの声が響き、鳥のさえずりが森の中から聞こえてきます。    

「爺杉もカエルも鳥たちも、みんながんばれーって応援してるね！」この辺りから少しずつ登

りになっていきます。するとどうでしょう、子どもたちの足取りも絶好調！筋力が十分に備わ

っていない幼児期は、登りの方が体重移動がスムーズにできるのでした。   

弁当と水筒を自分で持ち、家人に頼ることもできない状況で山道を歩くのは初めてのことだ

ったでしょう。立ちふさがるように続く石段の前では鬨
とき

の声を上げ、一歩一歩進むことでクリ

アできることを体験しました。 

ゴールでのハイタッチでは、疲れた表情、安堵の表情、達成感あふれる表情など様々でした

が、自分の足で大人に頼らず登ったという事実は自信となり、大きな成長の証としてお家の方々

へのお土産になりました。私はというと、子どもたちを信じてよかったとの思いが沸いてくる

のでした。ちなみに、到着時間は想定より 10 分程度早かったようです。子どもたちも、引率

の職員もがんばりました！次につながる活動でした。      

（文：園長 奥山 愼） 

 


